
市民参画等推進委員会（令和 3 年 7 月 5 日）資料３ 

未来へつなぐ市民活動応援事業の修正について 

◇支援希望団体の募集の時期を「元気創造まちづくり事業」「協働事業提案制度」と合わせるこ

とで、選択肢として、見えやすくするとともに、それぞれの事業の PRを行う。 

  〈昨年度〉 募集期間 令和２年９月 １日～９月３０日 

  

  〈今年度〉 募集期間 令和３年 7月 15日～8月 27日 

 

◇登録審査会にて、審査の配点が、点を付けにくいものであったことから、修正を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇制度の周知方法 

   ・説明会を７月に２回実施。 

   ・昨年度、十分に周知できていないところに、説明に回る。 

    （商工会や自然観察の森ほか） 

   ・元気創造まちづくり事業の成果報告会にて、報告してもらう。 

 

 

 

 

審査基準 概   要 具体的項目 配点 

Ⅰ.活動の高

い公益性 

地域社会をより住みよく、暮

らしやすくすることに大き

な役割を果たしているか。ま

た、それは公益性の高い活動

か。 

①地域社会をより住みよく、暮らしやす

くする取り組みか。 
２ 

②市民のニーズに基づく活動か。 ３ 

③多くの市民が賛同できる活動か。 ５ 

Ⅱ. 活 動 の

創造性 

時代状況に応じた新しい課

題やこれまで解決できてい

なかった課題に取り組み、解

決するための工夫やアイデ

ィアがある活動か。 

④時代状況に応じた新しい課題または、

これまで解決できていなかった課題に取

り組むものか。 

３ 

⑤問題を解決するための工夫やアイディ

アがある活動か。 
５ 

Ⅲ. 活 動 の

発展性 

様々な活動に広がる可能性

を持つ計画か。また、将来に

わたり、継続的に活動の水準

を高め、幅広い活動にしてい

こうとする計画となってい

るか。 

⑥より多くの市民等を巻き込み、発展す

る可能性があるか。 
３ 

⑦将来にわたり、継続的に活動の水準を

高められる計画か。 
５ 

⑧他の団体との連携・協力等幅広い活動

にしていこうとする計画か。 
３ 

Ⅳ.発信力と

自立への取

り組み 

参加者や賛同者、事業の担い

手を増やすような共感と信

頼を得られる情報発信を行

っているか。また、事業の自

立に向けて取り組んでいる

か。 

⑨団体や事業に関する情報を積極的に、

わかりやすく発信しているか。 
５ 

⑩当該補助金以外に、財源の確保に取り

組もうとしているか。 
３ 

⑪寄附目標額に向けた取り組みの目標額

の達成可能性。 
５ 

Ⅴ. 費 用 の

妥当性 

活動の内容に見合った経費

見積もりができているか。ま

た、助成の効果が認められる

ものか。 

⑫活動の内容に見合った経費見積もりが

できているか。 
３ 

⑬助成の効果が認められるものか。 
３ 

⑭既に完全に自立できた事業となってい

ないか。 
２ 
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